


























































































































































































































































































l班 前半 4 14 
後半 記録とれず
2班 前半 5 16 
後半 3 8 
3班 前半 2 12 
後半 6 1 
4班 前半 6 15 
後半 12 19 
5班 前半 14 18 
後半 10 18 
6班 前半 4 13 
後半 1 10 
データを提示した際の授業記録は以下のとおりで
ある。
-------------------------------一--―--
ゆうか： 5班はよくキャッチできている。
さとし ：6班はあまりつながっていない。
教師：よくつながっているゲームと，あま
りつながっていないゲームがあるん
だねこの 11のデータを「よい」と
「まあまあ」と「がんばろう」に分
けることってできる？
--------------------------------------' 
ここで， 11のデータを 3段階に分ける活動を指示
した。これは扱うデータ数が多いので 3段階に分け
意見がまとまったデータを除外していき，議論する
データを焦点化するための手立てであった。その中
で判断基準を子どもたちが話し始めた。
-----------, 
ゆうき：キャッチの回数で決めればいい。
れいじ ：だめだよ。パスした回数が違うから。
し ほ：前の時間みたいにパスとキャッチの
差で比べればいい。
えみ：分数にして通分すれはいい。
教師：どういうこと？
あかり ：つまり，キャッチとパスの関係を分
数で表せば比べられる。
教師 ：しほちゃんの言っていることとえみ
ちゃんの言っていることって同じ？
これらのやりとりの中で差の見方と割合の見方が
出てきたところで， 2つの見方の違いを顕在化させ
子どもに問い返した。これは， 差の見方と割合の見
方が異なるということに気付かせるための手立てで
あった。しかし，第 2時では差の見方と割合の見方
を比べようとする子どもはあまり見られなかった。
そこで，全体でパスとキャッチを分数で表すという
考えを取り上げ全体で解釈した。割合を分数で表す
ことは，これまでの実践をとおして予想されるもの
であり，それが比較的共有しやすいことがわかって
いた。「同じくらい」だと考えていたつながり具合が
通分することによってはっきりと違いが見られたと
ころで第2時を終えた。
第 3時は「差で比べると同じように感じたゲーム
が分数にすると違ったけど• ••」と投げかけた。 する
と，極端にパスの回数を増やした場合に矛盾が起き
る説明が出た。その後第 2時に表した分数って何
かを考える中で，線分図や数直線に表した「 1」と
関連付ける子どもが表れ，「パスをもと (1) とした
時のキャッチの割合」を共有した。
4. 成果と課題
カリキュラム ・デザインをとおして基準量である
「1」を捉える割合的な見方 ・考え方を育む実践を
とおして，見えてきた成果と課題を挙げる。
割合的な見方 ・考え方を割合の学習のみで扱う
のではなく ，系統的 ・横断的に扱うことで，割
合に対する抵抗感を和らげることができた。
基準量である「 1」の理解に焦点化した指導計
画により，基準量を捉えることへの意識付けが
高まった。
子どもに根付いている「差の見方」で比べるこ
とから脱却できない子どもに対する手立てが不
十分であった。
これらの課題を踏まえて，さらに研究を続け，子
どもにとって困難である割合学習のハードルを下げ
る指導のあり方を追究してきたい。
1教育課程部会算数・数学ワーキンググループ（平
成28年8月26日）『算数 ・数学ワーキンググループ
における審議のとりまとめ』， p.2 
i 日本数学教育学会編著（平成27年）『算数教育指導
用語辞典』，教育出版， p.305 
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